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家庭の親に対する性教育の指導法 (III)

第3章 6 ~10オ （学童）の初等期性教育

内容の軸

11, 性の疑問に対する応答の仕方、 12,異性えの関

心、 13,家庭内寝宇の問題、 14,性行為を (-f共にみら

れた場合、 15,性早熟の問題、

そろそろ親として決心して子供にのぞまなければな

らない時で、絶対にごまかし では通せぬ時です 特に

父親は尻込みしやす〈、臭いものにふた式になりやす

い。あたふたするのは母親。両親こぞって1牛問題につ

いて子供と対決するくらし、の心構えをも って欲しいも

のです。

11. 性の疑問に対する応答の仕方

子供が性の疑問を親に話すのは主として低学年か多

いし、また、そのものズパリの質疑が多いものです。

以下 2、 3の'l't疑応答iダl」をのぺてみます。 「ね、ママ

女の子はどうしてし~-がんでおし っ こするの？」

答ー「~jf- 〈んのオチンボはとぴでているでしょう 、だか

ら男なんだね、女の子のオチンチンはひっこんでいるの

よ、だからしゃかまないと上手におし っこできなし、の

よ」先ずこんな打度で理解するでし ょう。

「ママ ！！お姉ちゃんお嫁にい〈とどうして亦ちゃん

が生まれるの？」

答一「しい嘩婚記念の写真みたでし ょう。お姉ち ゃんの

側の、'f.派なお婿さんと 二人の生活をしていると(-供か

欲し くな るものです。欲しい欲しいと願っているうち ．

に、お姉ちゃんのおなかの中の特別のおへやに小さな

小さな外ちゃんができるの、それを妊娠というのよ 。

そして 9ヵ月の長い 間、お姉ちゃんのおなかてだんだ

ん大き〈な って、亦ちゃんはお姉ちベ・んの足の間の通

路を通って生まれて〈るんですよ 。」

とこの辺までは っきり言ってやりますと大休小学校 2、

北海道栄投知期大学教授（育児学担当）

阪学博 I: 田坂重加

3年の子供なら納得するでし ょう

「ぽ〈の顔はパペに似ている っ、ておじし,ち ~-ん言っ

たけどどうしてママから生れたの？」

答ー「ね、ぱくがママのおなかでできた のはバパの

体の中の村i(-という 小さな秤かママの（本の中でいっし

ょにな って初めて 小さな小さなぱ〈ができてだんだん

と大き〈な ったのよ ，、かちゃんはお母さんのおなかの

なかでしかできな＼ヽものですよ、ぽ 〈ちゃんはパパ と

ママの(-供だから顔はパパに似てしヽるけど、絵の Iー．手

なところはき っとママに似ているでしょう」まずまず

この〈らいの話であとは他の話題に転換 してもよい と

思います，

12. 異性への関心

男児あるいは女児問でTLに相手に興味を感ずるのは、

すでにtifi芽期つまり幼児期(l)ところで述ぺましたよう

に 3-4オか らですが、次の段階として粕神面、情緒

面の急激な発達に伴って性腺ホルモンの発育と平行し

て9-10オころから身長、 体璽なども ・時的ながら

男女が逆転して、女(-がやや男子よりまさ って〈ると

いう /.,:、1こ楳性に対する関しが強ま ってくるもので、生

理的な段階と しては当然なことなんです。それ故、こ

の時期の(-供さんを持つ親御さんとしては、温か〈子

供の言動を見守ってあげてください 。そろそろ社会的

適応性が養われる大切な時期なのです C

13. 家庭における寝室の問題

まだ小学校 2年生ころまでは、 1,lij親と r供は同＊．で
哀起きをしても良ろしし 、ですが、 3年生ころからはで

き得れば社本を別にしてお〈のが咆ましし、でし ょう 。

と"'しますのは、最近のr供はすでに 9オこ ろになる
と、男（は朝目かさめた時に陰茎のぽっ起現絞が現わ

れたり、女・rでは乳腺痛を訴えることがあります。こ
れらは思朴前期の身体変化です。このころに、何の気
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なしに見た男女のむつまじい語らいや、接吻 ・握手な

どに対しても 軽い性衝動をうけやすい時期ですから、

身体の清潔と共に寝具の始末、ペッ トの整理を自分で

やらせる躾けから入る意味で別室を選ぷのが良いこ と

と思います。

14. 性行為を子供にみられた場合

せまいアバート 、炭住家庭、あるいは漁場のせまい

住宅など余分のスペースの ない家庭での生活のなかで

の悩みの種は、 両親にと ってこの点が最も深刻なよう

に聞いています。そこで、性行為を子供にみられた場

合、さてどのような措濱をとるぺきでしょうか、かつ

て、私はある 炭住家庭の子を持つ母親20名はど集ま っ

たときに、子供の性教有に対しての講演会の席上質問

をしてみましたところ「だま って過ごした」という方

が大部分でした。こうしてみますと、 こういう 場面に

対する親としての解決策に本当にまよ っておられるの

は事実です。一つの例ですが、子供の方から

「ね ！かあさん、こないだかあさんはおとうさんに

いじめられて泣いていたの？」

という質問でもあった時は

「ね、以前あ，んたはうちに赤ちゃんいるといいな一、

こないかなーとい っていたでしょう 。お父さんもかあ

さんも、ぜひ一人赤ちゃん欲しいの、あんた一人では

淋しいでし ょう。 だからお父さんとお母さんと二人で

神様にお祈りしていたのよ 。」

と、そこまで言えば低学年の子供なら大体判ってく

れるでし ょう。高学年の子供ならほとんどこのことに

ついて質問は しませんので、こと改めて話す必要はあ

りませんが、日常の言動には注意をしていなければな

りません。

15. 性早熟の問題

一般的に、 都会育ちの子は出舎育ちの子より早熟だ

と言い ますが、早熟という意味からすると何か規準 と

か標準があ って、それよりも 成熟度の早いのを言って

いるようてす。これには身体早熟、精神早熟、セ ソク

ス方面の早熟な どいろいろ考えら れます。 「学校の成

績がずば抜けて良い」 「大人のように早回り して行動

をする」 「よ〈気がきく」 等は精神的早熟に入ります

が、こんな子供は身体の発育面 も上位の場合が多い。

しかし、セ J クス方面の早熟は、社会環境（映画の行

板、その他街碩の卑猥な見せ物等） と個人差が影響す

ることが多い。

なお、セ ソクス方而におませになる一つの原因が、

両親が性に対 して極端に潔癖なため、 子供が早 〈から

意識づけられ、家より 外にその刺激の逆を求め早熟化

する傾向があると、非行青小年の指導に当っている方

のお話でした。傾聴に値することではないでし ょう か。

第 4章 11オ ~16.7オ （思春期、青年前期）の

中等期、性教育

内容の軸

16、純潔と純血、 17、童貞と処女、 18、不良交遊 と

学業低下の早期発見、 19、フリーセ ソク スと性教育、

20、性ホルモンと栄養品、

セックスに対 して、 体の成長と共に親は一 日一 日そ

の悩みが深刻にな ってい〈ものです。

子供に対して余りうるさ〈は言えないし、また、い

いたくない。しかし、 放任もしておけない。どうした

ら良いかと迷いつづけ るのがこの年代の子を持つ親の

現実の姿とも言え まし ょう 。

それでは、次々に上述の軸の内容を解説してみまし

ょう。

16. 純潔と純血

この年代の子供の成長加速化現象と性的刺激の多い

現代社会環境のもとで、この二つの言葉の意味を細々

と言うつもりはないくらい知りつ〈されているが、要

する ところは、心と身体両面とも汚れのない状態を純

潔といい、梅毒その他の性病によ って血液に、つまり

身体に害毒をうけないことが純血と呼ばれています。

結局のと ころは、心身共に健全な成年男女が結婚によ

って健康な子孫を残す以外の何物でもありません。そ

こで、この年代の子供には、学業はもちろんですがス

ポーツに よって体をきたえ、美術や工作などによ って

情緒を豊にし、同時に親と子との間において性のモラ

ルについての対話を してもらい たいものです。

17. 童貞と処女

前述の純潔とは表裏一帯をなしているもので、男f
の童貞と女子の処女は、成人し結婚す るまでは当然な

姿であ って然るぺきでし ょう。 この当然な姿を、世間

では軽んじたり、嘲笑したり、不用だとか言い伝えら

れて はいますが、さて結婚の条件としてはどうでし ょ

う。過般、藤倉さんの司会の「結婚への とぴら」のテ

レピジョンの質問のなかで「処女性を重んじますか」

に対 して、 男性は36名 (50名中） の方がスイ ッチを押

していました。しかし、 男性の童貞についての質問は
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ありませんでしたが、青年前期の子を持つ親として、

機会をとらえて健全な結婚の意義について話しあ って

みることも必要と思われます。

18. 不良交遊と学集低下の早期発見

結論だけを申しあげますが、生徒の校外指祁の任に

当ってこられた方からのお話ですが、親として子供の

学校からの下校の時間、クラプ活動は何曜日の何時ま

でという点を予め知っておくことが必要であり、また

帰宅後友人の所にいくとい って決った時間に外出する

場合、服装に気をつけてお 〈とか、 親の顔をうかがっ

ての少し変った行動があ ったり、無暗におしゃれにな

って家庭での予習復習に身が入らな〈な ったなどの時

には、担任の先生と連絡を密にして行動観察をするこ

とが望ましいとのことでした。

19. フリーセ ックスについて

子供も14-5オ 〈らいになりますと、性欲が多少な

りと起こ ってきます。女子より 男子の方が強いもので

す。性欲のはけ口をどうするかとい う点にな りますが、

女子の場合はメンスによ って性欲の強さはコントロー

ルされます。男子の場合は夢精によ って調節され、あ

るいは、自慰行為によ って も強さをかなり緩解させる

ことはできるものです。16-7オの男子は自慰行為だ

けに満足できず、同年令か少し下の異性に対して性的

欲求を起こし交わりを持つ場合もありますので、日常

の行動に注意の目を放 さないことが肝要です。

20. 性ホルモンと栄養品

人間の体液つまり 組織液は中性反応が健康な状態で

すが、男子でも女子でも性ホルモン分泌の旺盛な時は

やや酸性度が強くなるもので、酸度が高まると 外界の

刺激に対して興奮しやすいものです。女子がメンスの

数 日前になると気がたちやす〈、 喜怒を表情に出しや

す〈なるのは酸度の高ま った証拠です。男子の場合に

きぴのふき出るころはやはり酸度の高ま っていること

が多いものです。ですから、これ等を調節するには、

何 とい らても過剰な酸を組織内で分解できる食品で栄

養的なものを摂らせる ことが必要なんです。さあ、ど

んな ものがある でしょう 。緑色の野菜物、海草類、牛

乳、卵白（卵黄は酸性食品）、果物類、茸類等です。

以上の食品を肉、魚等とともにぜひ食ぺさせるよう

すすめてごらんなささい。

終りの言葉

家庭でぜひ行な って欲しい性教育について 、乳幼児

期か ら行年前期までの年令層について、 4章に分けて

比較的具体性を多〈おりこ んで叶Iしあげました 。この

なかで最も大切な第 4章についても っと詳細に述べた

かったのですが、編集者より紙数の制限を うけま した

ので割愛した部分が多 く不満な点もあ ったろうと 思い

ます。なお、性教育問題に ついて質問があ りま した場

合は 編躾者を通 じご連絡いただければ回答は直接私か

ら申しあげます。

以上 3回にわたりました拙文が、僅かなりとお役に

立てば私の哨外の幸せです。

■ 出坂先生の「家庭の親に対する性教育の指＃法」
は今回で完結しました。

第 1回本誌 No58 

第 2回 No61

(S. 48・ 1) 

(S. 48・8) 

それぞれ単独にお読みいただいても有益な内容です

が、改めてご通読いただければと思います。

なお、 No62 浜出芳太郎先生の「小学校における

純潔教育の内容と進め方はど うすればよいか」も関

連した問題 として再読のうえ 、とか〈敬遠されがち

な性教育へのご参名としていただければと存 じます。

（係）

編集室から

公害・物価の問題、世界的食柑危機問題等で、

生活の不安が深刻化している中で、最近特に教育

問題がクロ ーズア ップされてきました。同時に教

育者の資質向上と待遇問題が進められております

ことは、まことに結構なことと思います。

本誌が創刊以来」

「国を興す基は教育の振興にまたなければな ら

ない。教育の大本は子供を健康に育てること に

ある」

との信条を一貫し、ここに20if-になろうとしてい

ます。この間各位のご指導とご協力により今日に

至りましたことを深〈感謝しております。

今後ますます内容充実のため、先生方の論説、

研究調査の結果、随想等のご寄稿と、編巣上のご

意見など賜わりますよう重ねてお願い申しあげま

す。
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I. 学校の概要

渭 l紫に水i-i'f〈 霊気溢る、故里の

この高原の大自然 朝夕学ぴの庭として

今ぞ坑へ 我が力、

これは本校の校歌であり 、校舎はこの歌に表現され

ているような素晴らしい大自然に取り巻かれ、公害を

知 らない 静かな高台に建っている。本校は第 1図に示

すように島根県内

では西南端、山口

県境に近〈、標高

130m、山陰線益出

駅からパスで50分

の所にある。地域

住民は農林業を主体とするが、経営規模は小さ〈、兼

業 ・共稼家庭や出椋家庭が年々増加の傾向にある 。人

口流出の防止策として煙草栽培や蓑蜃業を奨励してい

る。他rfri、縫製工場やライスセンター等を誘致してい

る。

生徒たちは、 4つの小学校から入学する。学校から

2 km以上の所か ら通学する者で、技能検定に合格した

者には自転車通学を許可してい る。自転車通学者は全

校生徒の80%に相当する 。現在の生徒数は 158名でピ

ーク 時の 113以下に減少している。生徒の建康維持増

進と安全の確保については歴代校長が特に意を用いた

ところである 。ここに辺地における小規模校の現況の

一部を報告し、ご批判を仰ぎたい。

我が校の健康教育

II. 本校の億康教育

(I) 基本方針

「生汎教fr」が叫ばれ「国民の健康と体力の増強運

動」が具体化されつつあり、新学習指祁要領は、総則

の第 3に「体育」の項を新設して、知育・徳育・体育

島根県益出市立西南中学校

校長 上 村 栄 ム
口
、
1

の調和を図りながら「体力づくり」が学校の教育活動

の全体を通じて適切に行なわれるよう要望している。

中学生は、人間の一生を通して身体的発育が最も旺

盛な時期であり、籾神的には子供から大人へと飛躍す

るきわめて不安定な時期でもある 。生徒たちの心身の

健康保持増進を図る事は、学校教育のうえで最も重要

な意義を持つ。

本校では、 教育目標の第 1項に「建康明朗で自主的

に活動する情操豊かな生徒を育てるJと掲げ、全職員

の共通理解と協力態勢を確立して父兄 ・ 地域社会 • 関

係諸団体 ・諸関機と緊密なる連携をとりながら強力に

進めている

0基本方針は次のとおりである 。

① 生徒の体位・体力の実態把握と対策の検討 ・実

践

② 生徒自身の体位 ・体力に関する認識倣底と自主

的継続的補弛運動の展開促進

③ 現有施設設備の活用と改善・充実

④ 環境の整美と生徒会活動の活発化

⑤ 地域学校保健活動への積極的参画

⑥ 教育相談の奨励

⑦ 研修による職員査質の向上

(2) 問題点

① 体位

全国 ・全県平均と比較して、本校の生徒は身長 ・

体重がやや劣り、座高は普通であ る。この事から脚

長がやや劣っている事がわかる 。小 じんまりした「ス・

ングリ型」が多い。

② 体力及ぴ運動能力

スボーツテストの結果を国や県の平均値と比ぺ、

体力については「垂直横とぴ」と「i屋力」がやや劣

り、その他はやや優っている。運動能力については

「懸垂」と「ハンドポール投げ」がやや劣り、その

他は優っているが、特に「長距離走」は優れている 。
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③ i1kげない生徒か多し 、C

水泳可能なIllに恵まれず、 1枯漑用の堤 （溜め池）

は方々にあるけれども、溺死者がでた事もあ って堤

での水泳は禁ii・してしヽ る 。海までは20畑以上も隔 -,

てお りパス便はない 。生徒たちは水泳する場所に忠

まれてし、なし、のである 。

昭和46年 7月の調杏結果によると、 !Om程度 しカ・

泳げない者が46%以上を占めていた 。昭和4Sff7月

の調介でも、全〈 泳げな い者が33%であ った。年々

新人する生徒たちのはとんどが泳げないのである 。

家族の者や隣組等か ら海水浴に誘われても 1人残っ

て留守番をする生徒か多いと 聞 〈c 水に対する一種

の強い恐怖心が1動いている のであろう 。人命葬重、

「自分の生命は自分で守るJ立場か ら、全校皆泳を

目標 として掲げ強力に 推進 したいものである 。

④ 疾病

昭和4炉F度の定期検診の結果では扁桃腺肥大と蓄

のう症が多少見 られ、永久う歯の未処菌が非常に多

かったが、 地冗に専門医がない事と交通ff(往復460

円）がかさむ事が主な原因であると考え られる 。

寄生虫（剃虫 ・競虫）については 5年-6年前か

ら実施され ている「地域 ぐるみの躯虫運動」が実を

結ぴ、ここ数年来急速に減少 しつつある 。歯科医の

常駐又は定期的診療の開設ヵ音炉tれる 。

⑤ 栄養

事業主がマイクロバスでT.員や人夫を送 り迎 えす

るようにな ってから、耕地の少い当地方では共慟き

の家庭が漸増 してきた 。父親の 出稼ぎや両親の出稼

家庭もあり、 「カギ ・/子」 と言われる存府が年と共

に増加 している 。

学校での昼食は ペン給食であるが、朝夕や休日 の

家庭の食事はイ ンス タント物や米IL食になり勝ちであ

る。婦人会の調壺によると、良竹蛋白質・カ ルシウ

ム ・ピタミ ンA・ 脂肪が不足 しているとのことであ

る。

⑥ 遠距離通学

「学校の概要」の項で述ぺたように全校生徒の80

％は自転車通学であり、 舗装はされているけれども

幅員は狭 く、 曲折の多い坂道を登下校しなければな

らない。雨 ・雪 .i東った日にはスリ ップ事故を恐れ

徒歩で通う生徒も少 くない。最遠距離通学生は 7.5 

km以上 も離れた所から登下校している 。

通路が舗装されてから交通量や無謀運転も増加 し

た。

昭和4が目1月か ら、地区運転者協会の協力のもと

にヘルメ ，卜のふ用と防犯ブサ ーの携帯を実弛する

事かできた。校外班ご とに巣団登下校や中（本検介を

自主的に行な ってし 、る C

(3; 実践

上記の問題心の中で、①～③に ついて現イ！実践 し

て＼ ヽる事を 簡年に報告 したい 、、

① 体位 ・体力の増強

健康手報を 71しに活用する事によ って自已の体位

・体力をは っきり ，＆識させ、その向上の方途に つい

て名えさせる 。体育主任や学級担任の指,qのもとに

第 1表の 中から適当なコ ースを選ばせ、 放課 と同時

に20分間自主的に活動させている 。

第 1表教科外体育における全校体育実施計画

昭和47.6 . 28 

¥ l) 目的 111, ム〈運動に親 しむと共に運動機能の111]!-

と体力の増進を図る

(2) 実弛日、時間 1原削と して月 ～金 (5H間）

2吟 間 （放課後）

体育主1「I(3) 指）H組織 校長ー教頭―l教務玉ff・ ー全職員
(4) 内容

機能

体力

筋）］．筋持久カ・ヅ、 ー トルとぴこし

けんすい とう りつ

枠高跳

瞬発カ・・・・・・巾とぴ l刺足とぴ

サイドステ ・/7" 

柔軟性・・・ 柔 軟｛本採

敏捷性・・・..もも 上げ

fiii'l"-f・・・..平均台
走 カ・・…・SOm全力疾走長き ょ＇）走

技能I跳力 なわとぴうま とぴコ＇ム跳
うさぎとぴ

投 カ・・・..サ Iカーボール投砲丸投

(5) サーキ・／ 卜の組み合せ

1コース・・...平均台→長き ょり走（屋外に 出る）

2 コ ー ス・・・ • • 平均台→50m走→ もも J:-.げ→

けんすい→柔軟体伐→ハー ドル走

3 コ ー ス・ ・・••• うまとぴ→圃足とぴ→柔軟体楳→

サ イドステ ップ

4コース ・・・・・・悴高跳→柔軟体操→砲丸投→

サッカーポール投→なわとぴ

5 コ ー ス •• •••• とう りつ→ ゴム跳→柔軟体操→

うさぎとぴ
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春秋各 1jgjのソ、 ポーツテ ス トの結果も比較検討 し、

記録が伸ぴるよ うに励ま してし、 るが、多少は効果が

認め られる 。 この活動は、部活動に参加 している者

にと っては準備運動にもなり、全員灼んで参加 して

しヽる 。

第 2表は、長期休業中の記録表で、個人個人の体

力に応 じて無理のかからぬ運動を続けるように指導

している。 自分でやった事を グラフに表わすこ とに

興味をも つの か良 〈実行 しているC 第 2学期の初め

に、 各人のグラ 7 を廊下に展ぷ して他の生徒のグラ

フと比較、反省の査料と している 。

昭和47年度夏季休業 ・体力作りプラン
＂度から ','Wl''7,•• こ依；，・rりぬよ ；，こ ..,,, 棟[Iをlll'み,.
'Isl&して も1,,こと •こ ,,, よした これ9ょ生活れIIの 狐 として又"
//11• りの 一つと して作.,たものです どの権Hも島鑓体力に必饗な運
動です 少しずつでしけ ，こう で・rので"IJ欠かさ-r行・ヽ よしょう.. , ~., '-.. ,, .. 

"'"織9令 9ぐ紀人
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② 水泳訓練

昭和46年度に初めて訓練を実施した 。危険を伴う

訓練であるだけに職員間でも反対意見が多か ったが、

ついに同慈を得ることができ実唯に踏み切った。

まず場所として他校のプール借用を名え交渉した

が、以休みに入 っていたために 、どの学校も父兄に

監視当番を割り当ててプールの使用を開始していた

ので断られた。やむを得ず海で実施する事にな った。

場所の選定に際しては現地踏査を行ない、水中はも

ちろんのこと、附近の地形・施設等についても詳細

に調在検討した 。また、保健所 ・笞察 ・地元漁協 ：

学校とも緊密に連携をと った。

訓練に先立って、救急法や人工呼吸法について消

防署係官の指祁をうけた。

P.11151 

~ 

暑 →巴 ~ ~

人工呼吸法訓練

訓練は10m以上泳げる者とそれ以下の者との 2つ

のグループに分けた 。各グループとも 1日ずつ訓練

を実池した 。父兄負担は 輪送竹として 1人当り 500

円であ った。学校から現地までの往復に時間がかか

り、正味の訓練時間はわずか 4時間であ ったが、訓

練を始めたころには水中に顔をつけるのを恐れて身

を固〈縮めていた生徒たちの中に、訓練終了時には

背泳で20mを完泳してくれた生徒もあ った。生徒た

ちの持つ未開発の可能性の大きいことをまざまざと

見せつけられたような気がした 。また、創意工夫さ

れた指;q,技術の効果について弛い感銘を受けた。

程度に差はあ ったけれども、参加者全貝が泳ぐこ

とができるようにな ったことは席ぴに耐えない。今

後の自主的練習に期待をかけている 。

次に 2年生女子の感想文をそう入する 。

”- ＇ ＇， 
✓
，
 

9
,
 

、、

讀

「 • • •初めは全然泳げなか っ たのが、最後になると

ャ『んながうま〈泳げたとは、そのときにはとても信

じられませんでした。私はうれし〈てうれし〈てや
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れません（たまりません）でした。泳げるようにな

ったので）吋りのパスの中では大はしゃぎをしました。

結膜炎で来られなかった人たちにもこのうれしさを

分けてあげたいような気がします。初めは水泳訓練

に行〈のが様だった私ですけれ ど、来年も泳げない

人たちのためにも水泳訓練をやって欲しいと思いま

すJ

「II • —-·. 一—―-—――-
-

含":'':;;':, 知
;、

「―---~~-—- --————l 
~ 

--~· . i . . .' 
-.,..--

. -- .! 

-~ マ→•--

水泳訓練

こうした事がき っかけとな って「プール建設期成

同盟会」 が結成されて活発に運動が展開され、つ

いに昭和49年度にはプール建設が実現する運ぴとな

った。

昭和48iJ:. 度の訓練のときには、現府は P.T.Aの

会員でない地元の一婦人から「訓練に協力させても

らいたい4との申出があり、当日現地で直接指＃し
ていただいたことを付記してお〈 。

昭和46、47、48年と 3年間訓練を続けたけれども、

新入生は鉗年ほとんど泳げないのである 。プールの

新設によ って全校皆泳が達成される日の近い事を信じ

ている。

III. 反省と今後の問題

これまで本校の持つ悩みや現況について報告 したが、

教育効果が現れるまでには政月を要し速効的ではない。

年々新たな生徒を迎えては同じことを点り返している

ような気がしてならない 。 しかしながら急カ~ ず、焦ら

ず、じ っくりと(-供たちの姿を見つめつつ気長に愛梢

をも ってj弁くべきであると名える 。

当面する最も大きな問題は、いわゆる「カギ ・'I (-対

策」である 。一人取り残され家庭の暖かさを知 らない

子供、 一人ぽっちの寂しさをまぎらわそうとして非行

に結ぴついたり、小づかいの与え過ぎは浪1-r癖に連る。
金や物のありがさたを感じな〈な ったりする 。追失物

や買い食いの増加 はその現れではないだろうか。

地区の111し合わせ事項にな っている「家庭の日 (fo

月第 3日耀日）」の厳守による家族団らんの回復や、 P.

T. A. 研修によ って家庭における一(-供の取扱いや、 し

つけの問題等を共に名えていきたい。

次は単車や自動四輪の無免許運転である 。昭和48年

11月の調杏によると、無免許運転経験者が46名で、そ

の中 9名は「妓近もときどき運転してい る4とのこと
であ った。そして彼等は異口同背に「親の許可を得て

乗ったdと言うのである 。我が子の成長振 りを・で名ぷ親
の気持、 「この程度な ら心配なか ろうJ (00君は運
転ができるそうだ。お前にも教えてやろうかJ 「今年
の稲刈りではあの子がトラ・／クを運転して〈れたので

大助かりだったJこのような複雑な心理が慟き、つい

には子供たちに迩法行為を勧めている結果になるので

ある 。

3番目は家庭における食生活の改善である 。調理に

つい て研究したり、実習したりする機会を設け食生活

をもう 一度見前す必要がある 。婦人会や股協婦人部と

も連絡をとりながら努力していきたい。

学校参観日、 P.T.A研修会や家庭教育学級を開い

ても 出席率は芳ぱし くない。せっかく出席した者も、

勤務先の事業主への遠胞から用件がすみ次第引き上げ

るのが実状で、実料や講話に参加する者は少い。文古

を流しても読んでもらえぬ家庭が多い。

生徒たちが、身も心も健やかな人間へと成長して〈

れることを念じつつ、昭実な牛歩を跨み しめ、踏み し

め歩き続けたい。
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本校の体力づくり

島根県那賀郡金城町立金城中学校長

波佐校舎 fr 川 二 郎

1 本校の実態

浜出市から25km、広島県境へ 8km、中国山地の中腹

にある本校は国道 186号線の開通で、過去の（辟地とい

うイメ ージからは脱却したものの、生活や慣習の変化

は急には見られず、僅かな現金収入を日雇 ・出稼ぎて

求めている過疎地域である 。年間 3分の 1は雨か雪で

低温高湿のきぴしい自然環境の中で半年は校舎の半分

以上が日陰になり、 12月から降る害は 4月まで残雪 と

なって校庭を埋めている 。これは地域病のくる病にも

関係があり、骨の発育も悪〈、保健衛生面の関心も薄

い生徒にしている 。最近の農山村では幼少の折、労働

を強要しないせいか筋力も乏しく、体位・体力共に劣

っている 。性格も山峡特有の因循・無気カ ・莉気に乏

しく、加えて進学も少な〈、対外試合にも弱いという

実績が卑屈な劣等感を潜在的にもたらしている。

学校規模は 3学級の73人 ， I I I 

職員 ・給食婦 ・用務員含

冒虫：:I。冒〗~
2 本校の経営方針

1年 I2年 I3年I計

校訓「健康」 「努力」 「誠実」が本校教育の朝いて

あり、特別活動を通じて生徒の個性と技能の伸展を計

り、比団の一貝として主体的生活態度を身につけるた

め部活動標語「闘もと根性」を掲げ、この精神に撤し、

心身ともに健康で、広い知性と豊かな情操を養い、調

和と統一のとれた将来を、も向する人間を育てる。

1) 体力づくりによる主体的生活態度の育成

2) 基礎学力の向上定着のための教育機器事務機

器の整備活用

3) 過去のイメージチェンジと自然保護による愛郷心

の涵養

4 目標達成の視点

1) サーキ 、I トコース等体力づくりの器材の改善工夫

と慣習化

2) 個別負荷羅の診断による其団指森の工夫

3) 部活動の積極的参加と可能性開発による劣等感や

過疎意識の返上

5 実践の経過

3 経営の重点目標

歴史をふりかえり、今日はど生徒の体力づくりが強

調された時代はない、道路網の拡充が緑をけずり住宅

・工場の乱立が空地を取りあげ、私たちの運動する場

所もなくな ってしま った。健康な身体があ って始めて

生活環境の急激な変化に対処でぎるのであ って、体力

づ〈りは学校教育だけでな〈、家庭社会の中で一生を

通じて行なわなければならない今日的緊急課題である 。

本校は昭和44年以来「本校に適した健康安全教育を求

めて」の主題で継続研究を重ねてきたが、昭和47年た

またま全国的課題である「体力づくり」が本町の教育重

点目標にあげられたのを契機として、 3年来の森料と

実践を検討し「体力づくり」に焦点を紋リ、その効果

を測定評価し今日に及んでいる 。

屋体のりYに「闘心と根性」と大書してあるが、 f本カ

づくりには人間が活動していくための外面的身体の能

力と、きぴしさ、苦しさに耐える粕神的能力が必要で

ある。本校生徒1呼間の推移を見るとぎ 、体位は1,,j土
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しているが1本力は必ず しも増長をホ してお らず、ある

パー トでは極端に劣っている部分がある。精神的な抵

抗力の面では特にその欠如の著しいものと判断される 。

そのため個人個人の体力を診断し、個性に応じた方法

・器材 ・器具の使用法を指示して、ある時は楽し〈、

ある時はきぴし〈反復練習を重ね自分に応 じた体力づ

〈りに専念できるように した。

I) 昭和4臼こ度

魅康安全教育の準備年

・ 地域の実態把握

・ 教師の共通理解

• 町内スボーツテ ス トの媒計

※筋力．懸罪力が極めて弱いこ とが解った

2) 昭和4~こ度

・ 指淋年間計圃の作成 安全指，gの点検
• 安全教育の冊・ー（作成 防災計11!1j.再，•.'!:検

楊沓の実態と交通危険個所地図作成

・ 学校体採名案

l ・ 屋外サーキ ソトコ ース作成

※郡バレー大会i袋勝 バスケ I I・大会準擾勝

「本校に適する健康安全教育を求めて」

論文提出 県教育セ ンター、学校医帥会よりそ

れぞれトロ 7 ィー受賞

3) 昭和4炉和度

・ 保健コ ーナーの整備と連用

・ 保健室の整備 健康観察表、観察板作成

・ ヘルメ ・;ト全校着用、交通安全カード作成

・ スキー判定基準作成、屋内サーキ ・J 卜作成

・ 実践スライド作成

※郡パレーポール大会1憂勝

'4) 昭和47年度

・ 体力づ〈りの具体化（自主トレ ーニング）

・ 体力づ〈りの伸ぴ率 と個人評価

• ロープ、 昇降板利用の体力増強

・ 強化診断種目 の検定

・ 休業中の体力増強課題設定

※「効果的な体力づ くりはどのよ うに したらよい

か」 論文提出 県教育セ ンター

トロフ ィー受宜、町パスケ ッ ト優勝

5) 昭和4詞こ度

・ 習・111化を通 してトレーニン グの改善

・ 健康管理のための脈は〈と唾液測定

・ 診断テストによる効果測定と個人指＃

・ 冬季トレーニ ングによる平衡性の育成

※ 生i!F教育につながる「体力づ〈り」論文

作成中

郡新人パレー大会優勝

6 トレーニングの種類

1) 学校体操 （図表略）

ねらい

a 中学生の発達段階に応 じた体操

b 筋力運動に主眼をおいた運動量の体操

指~q, 上の留意点

a 号令のリズムをゆっ〈りし力強 く行なう 。

b 形式的な動きにならないように動きの大きさ、

速さ、緊張と解緊、はずみと賑りなどを重複

して行なう 。

2) 校内一斉ランニ ング

S45年度は昼食前、素足で校庭 2周を目標に給食配

膳係を除〈全貝参加で実施、天候の悪い時は屋体に

切り替え.10周することにした。

S46年度から紺朝 8: 00-8 : 10まで一斉トレ ーニ

ングに切り恭え全員参加している 。

3) サーキ ットコース利用

午後の強化トレ ーニング、部活動前のウォーミ ング

に利用している 。初めは、砂場 ・樹木・サ ッカーゴ

ール・鉄棒 ・古タイヤ等を利用、これにうさぎ跳．

横跳・ダ・ソン： を混え、校庭一周を 3分以内に制約

し、連続 2周するよう仕組んだが相当負荷醤のある

コースである。 しかし 、天候の悪い時が多いので、

S45年後半届内サ ーキ・1 卜を作成、本校の弱．，岳であ

る筋カ・瞬発カ・跳躍カ・懸乖等のアンパランスを

矯正するよう努めた。

収からロープをたらし、昇降板 2m80cmを立てかけ

次図のごと〈、握カ ・腕筋力 ・脚筋カ・腹筋力の補

強に使用している。この昇降板には 5cm間隔の目盛

りが刻まれており、立幅跳の測定に利用している 。
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4) 筋カ・ジャンブカ検定

日向ぽっこから業間体操そしてランニ ング最後に強

化トレ ーニングと 発展し、 S4がF度から全国的に第

三体育が叫ばれるよう にな ってから、生活時間の中

に、水曜日（クラプ活動 7校時）を除き、午後 2: 

55-3 : 10まで、 一斉強化トレ ーニングを入れた 。

検定は屋体を 利用し下図のように実咆する 。

令

：
 
____/,-

冒
腕筋力（腕立伏）

2人組 2列縦隊 腕立伏せの状態で腕を90゚ まげ

タイムを測り、体が床についた時点で測定する 。時

間の長短で級別をきめる 。

腹筋力（仰向け）

床に仰向けに寝て、両足をそろえて床より 25cmあげ

静止 し、 足が床に着いた時点で測定を終る 。

脚力（瞬発力） （立輻跳）

昇降板をねかせて目盛りを読む、

録する 。

ジャンプカ

ゴム板を28種類に調節 し、男子は 2m29-2 m88ま

で14種、女子は2mrr00-2 m66の14種類を咄から垂

らしてあり、平素のトレ ーニングで利用して、検定

にそなえる 。

2回跳ぴ最高を記

5) スキー判定

冬期間は梢呼が多いので、校庭でのス キー滑走をト

レーニングにかえ実施している 。これによ り全身筋

カ運動・平衡性 ・敏し -う 性補強に利用 して いる 。

校庭 200mでの平地滑走（ ノルデ I ク）の）店準は次

のと おり 。

級 タイム 級 タイ ム

1級 30秒以内 6級 55:f少以内
2級 35 ,, 7級 60 ,, 

3級 40 ’’ 8級 65 ,, 

4級 45 ,, 9級 70 ,, 

5級 50 ,, 10級 75 " 

以 i~隕践
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男：： 八
oG  

,、ド
土

3
0
2
0
1
0
0
 

h
^
 

'八

駄

ー“
32 
母

54

5

叫
．、八い
l

9
9
9
,
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 立

I→上りは本校のスポーツ テストからそのかたよりをみ

て、弱.•.\の ~ill 強瑚正に利用した行料である 。 昭和 47

年、昭和48年度は入学時の 1年生がそれぞれ最上級

生にな っていたので、 3年間の森料でその伸ぴをし

らぺた 。円形プロフィルでは、入学時の小円が学年

を追うごとに拡がりを見せたことはうれしい。 （プ
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ロフ ィル略） 48年度の森料で総合判定の級別をみて

も、明らかにそ の伸ひかホ され、そ の効かいささか

なりとも実証されたことはうれ しいC

体力診断テスト

竹 A B C D E 

祁14746 48 47 46 48 47 46 48 47 46 fi814 7 46 

男 2 6 5 
1年
女 2 0 2 5 

2.:-i' 
男 1 0 4 4 1 2 

女 5 0 ・7 10 1 3 2 2 

I 3年
男 3 3 3 9 7 6 5 7 8 

女 2 3 2 9 8 8 1 1 2 

： 

iii" 15 37 18 2 

述動能力-=;-7、ト

1級 2級 3級 4級 5級
竹
48 47 46 48 47 46 4847 46 48 47'46 4847 46 

男

゜゜゜
3 1C 

1年
女

゜
2 3 3 1 

男 0 0 0 0 1 0 2 1 3 5 
2年
女 0 0 4 0 6 6 4 5 1 4 

男 0 0 0 1 0 0 4 0 0 9 5 0 3 12 17 
3 Ij・. 
女 0 0 0 1 2 0 8 7 3 1 1 5 2 3 4 

,ii" 

゜
8 22 22 20 

学校内では生徒たちも「体力づ〈り」の意殺を理解

し、定済 しつつあるが、生活の中ではまだまだ関心

が薄いようである 。 しかし、 i¥l',僻の地域で先生方が

常時宿泊している 関係で、毎朝の一斉トレーニング

でも 、数名の先生方が自主的に参加 して 、生徒と 一

緒にトレーニングしていることは、生徒の意欲向上

に大きな役割りを果たしており、今日の成果があが

ったものと感謝にたえない。本年度の課題 であ る種

目別個人負荷量の測定は衣料を集計中で、今回記載

できなか ったことを残念に思う 。

課題はた くさ んあるが、 要は生徒自身が、自 己評価

し、生湘教育としての基礎体力づ 〈り に計画をもっ

て専念してほしいことであ る。

私のこころみた

食餌診断の

結果と考察

＝重県阿山郡阿山町河合小学校

養護教諭 山下 正

私はこの 4月本校へ転勤してきた。

本校児童の体格は 、表に示す如〈、全国平均、 三重

県平均よりやや低位である 。

本校としては 2年前か ら、体格 ・体力づ〈りを目ざ

して研究を続け、去る11月16日その発表会であ った。

私は転勤早々 、学校の様子もわからないまま 、先生

方の研究に少しでもお役に立てばと考え、私の立場か

ら体格 ・体力づくりに重要な要素である栄養調査をこ

ころみた 。

調究は次のような要領で（別紙） 4年以上80名に対

し、夏休み 2週間実雁した 。解答者は78名で、割合い

皆が協力して 、紺日1社日を正直に書いてあ ったようで

ある 。

結果は表に示す如 〈である 。必要最を 100として 、．．．

発育期に一番必要な動物性蛋白1'lの摂取が何 と半分程

度とはぴっ〈りする 。

続いて果物類、それから乳類、海藻類、 小魚及ぴ油

脂類も非常に少ない。さすが農村だから米だけは朝 ・

昼 ・タともたぺている 。

総合して、朝昼夕の食餌のパランスは大体良好であ

るが、栄姿のパランスはよくないという結果がでてい

る。 「動物性蛋白竹を多〈摂ると発育が大となる」と

いう原則にしたがって栄養指導の重要性を痛感している。
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そこで今度は栄養指

導を どのようにしたら

よいかと いう ことであ

る。

S 48年度 本校児童の身長 ・体重 ・胸囲 ・座嵩の平均値

まず児窟のイ扁食調杏

を行な った。これまた

偏食児童の多いこと約

50%、学校給食の場で

は、あまり残菜がない

ように思っているのに

何でも、も＇）もり食べ

られる児童は半分程度

という ことである 。

外見は非常に裕福そ

うな町のように見える

けど、やは り父母の共

喜
身長

全国 二重県本校

男 115 2 115 2 113. 2 

年 女 114. 3 114. 4 112 6 

男 120 5 120. 6 121 3 

年
-女・: 119. 7 119 6 119 8 

男 125 9 125 9 125 4 

年 女 125 2 125. 0 123. 3 

四 男 130 9 131 1 128 7 

年 女 130.6 130. 5 130. 3 

五 男 135.8 135 8 134 4 

年 女 I 36. 8 1.36 5 139 5 

’‘ 男 141I、141 0 140 4 
年 女 143 2 142 9 141 9 

休札

全 国 -.凧県本枚

20 4 20 4 I 9. 6 

20 I 19 9 19. 2 

22 8 22 6 23 5 

22 2 22 I 21 I 

25 3 25 2 25 4 

24. 9 24 6 23 5 

28 0 28 2 27 9 

27. 9 27 6 28 8 

31 3 31 3 30 I 

31 7 31 4 33.5 

34 7 34 6 35 8 

36 3 36 0 35 4 

慟き家庭などの多いこ あなたの食事診断

胎）囲 ,~., . 翡

仝 Iii・.if(県 本 1交 全 111 ...:1n県本校
I 

57 4 57 5 56 9 64 6 64 6 62. 8 

56 0 55 8 55 4 64 0 64、2 62.6 

59 5 59 3 60 4 67 2 67. 3 66 8 

57 9 57 7 58 3 66 7 64 4 65. 5 

61 6 61 5 61も 69. 5 69 6 68 7 

60 I 59 7 59 1 69 2 69 I 67 9 

63 8 64 0 64 8 71 7 71 8 70. l 

62 6 62 4 62 9 71 6 71 5 71.3 

66. 2 66 4 68 I 73 8 7 4 0 72 6 

65 7 65 4 67 9 74 4 74 5 74 3 

68. 8 68 7 71 5 76 I 76 2 74 7 

69 5 69 3 67 9 77 6 77 6 76. 2 

とから、十分な調理や 朝、牡、夕と食べた物を、食品別に下の こまの中にばんこうで、かきいれて〈 ださい 。

栄養指＃の不足か らや

むを得ない結果となっ

てしまうの だろ うか。

こんな事も考慮して

給食時 ・放送 ・崖会ま

た栄養黒板を通じて、 ． 
偏食矯正に 、そ れか ら

栄養と 、体格、体力と

の関係について指導す

るようにつと めている。

父母に対しては、学

校新聞 ・保勉だより・

こん談会等の機会を利

用して、実態報告と共

に、栄蓑についての学

・習会や献立研究も考え

ているが、 他に栄養指

祁について 、立派な先

生方のご指導をたまわ

りたいと存 じま すので

どうぞよろし〈お顔い

いた しま す。

例

7 
月
26 
日

27 
El 

紅
品
の

分

類

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

l群

打色野菜

I .t. ーレン り
2人じん
3かばち ぐ
4ビーマン
5トマト
6その他

朝 3 6 

:!l I 3 
夕 2 5 
朝

仕

夕

朝

仕

夕

er 

ィ，
色

~ 

2 肝
その他の野菜果物 11:J _f(1. 

l白さい 1バ＋＋ l魚．傾

2liねぎ 2ぶどう 2貝 類
3大根 3リンゴ 3.(¥ 肉

4れんこん 4すいか ＂ゑ肉

5キベベッ 5その他 5牛肉
6その他 6〈しら

7その他

5 3 2 4 
6 4 I 
2 4 5 

~ 

そtt 呆 肉
の
他
の菜 物 魚

3 群 4 群 5 群 6群

卵 •J. lfi こ(l(iPも類さ とう 岱}~、礎 油脂類
lil l豆 傾 1こはん 1ぢく＇がヽ b I牛 乳 lマーガ．＇）ン

2ハム 2みそ 2'" ン 2さつまい｛ 2illざし 2てんぷら油
3その他 3とうふ 3 1どん 3さとう 3+ーズ 3大豆油
4その他 4スパゲ 4その他 4こんぷ 4その他

テ,_ 5わかの
5その他 6その他

2 2 2 4 I I 

2 3 I 4 5 4 
3 4 I I 3 2 6 2 4 

群 四 詳 1,. tr I ;, er, 

卵 •,i. こ し、さ 乳油 4ヽ

ん そ 魚

公 類 類 しう 類う 顧
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保健指導の一考察

熊本県阿蘇郡内牧小学校

養護教諭 ‘’ 即川 幸子

I はじめに

本校は今年創 、'i:100周年を迎えた学校です。

町はずれの ,'i'(•かな所に昭和40年に新築され、校舎は

3階建のモダ ンな建築で、世界的に有名な阿蘇山を我

が庭の ようにし 、四1蒋さま ざまに変わる雄大な山を毎

日望め、 {どもた ちに も心のささえにな っている 。

町は内牧温泉と いう 温泉町で年間を通 じ観光客もか

なり多い。人口21,000名、世帯数500針せ帯で熊本県に

おいては大きな町に入る 。学校は児窟数 811名で将通

学級21学級、複式学級 2学級、分校 1校で職員構成は

学校長、教頭、教諭28名、蓑教、事務職員、町1ゼ職員
3名の計35名で阿森郡 として は、大規校校に入る 。子

どもたち の建康状態は、学校病の中のむし歯と近視は

多し、 力八 特に地域病 とか要注意児窟はな 〈、長欠児童

も余りな〈児窟たちはいた って健康だと思う ＾

II 本校で瑕りくんだー事例

学校の環境としては、静かな公害の少ない場所で校

舎に展望の良い屋上がある 。 ときどきそこに登って四

方の山の四季に変化のある山を望めば、身も心もやわ

らぎをお ぽえる 。そこで本校では、その環境を利用し、

保建指科の場を考えた、学校病として特に予防をした

いと思 っていた視力について試案を名えてみた 。

視力異常者数 と回復者数

年度 視力異常者 男子 女子 回復者

S46年度 65名 20名 45名

------S47年度 111名 48名 63名 38名

S48年度 131名 51名 80名
22名
(I月現イり

昭和46年度か ら年次増加の傾向

男子に比ぺ女子が多い。いろいろ視力異常者の素因

なるものはつかめるが、要は近業説に間違いないと思

う。 目を疲労させないことが第一 だが、テレビの見す

ぎ、姿勢 ・書写 ・照度などの関係など問題は多い o何

とかそういう環境の中で脱出する方法はないものか、

い ろいろ方法も考慮して見たがやはりここ数年前か ら

実池されている遠望訓練がこ の学校にもマ ッチする の

ではないかと思い早速計画立案に入った、 4炉F度は 1

年生の32名は遠望訓練に参加させていない。

① 遠望訓練実施計画 47. 9. 1 

計両案を健康安全部会に図り職員会議で承認をえる． 
遠望訓練実施計画案

11(1り

テレ ビが将 J,t し、雑誌や図1~•の小さな活字、戸外へ/11

れば交通戦争どこへ行っても目を休養させるひまがな

い。年度をお って視力異常者が増加 しつつあり その(-

供たちの視力異常の進行を くし、止めなければならなし、

本校はfl然のぷi境に1,.. ~: まれ届 L・.で— ・ 斉 に j立 し 、 IL L をな

がめさせた ら、視力の快復する(-供もしヽ る のではなし、

かと思 う。

対象者・・・ • ••視力 0 . 9以下の 児窟 (I ll名 ）

実施時間・・・…全校体育時

場 所・・・・..屋I・.

法．）
 

ー

家庭では

届 I:で活字と迫し、山を 1分間づつ交,,:に見

せる

夜学料がすんだ後又は途中の休けし、の時間

n,IX時は空のJj¥を10分間見せる

1li Jくの時は．部圧の中のこよみ でも Smの

;;Jiより 1的Hill位じっと見つめる



15

A 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 
12 

13 

14 

15 

16 

遠望訓練又は水晶体々操とは

近視の原因としてあげられてい る —— つに 近茫説がある

「近梨を 長時間絞け る と 、 t様体筋が緊~"して こ れが

器'/'((Iり変化して近視にな る」と＼ヽうぢえ方がそれであ

る。

しかし 、これは索t'tが関係するのでこ の状態になり易

い人は、なるぺ〈早〈 E様体筋をときは ぐしてやる こ

とによ って近視にな ることを免かれる と＼ヽうこ とであ

る。E様体筋が緊張したままの状態ではう ってお 〈と

近視の度はさ らに進みいわゆる近悦にな ってし まう、

したが，てこれを矯正す る方法の-. つに遠望訓練があ

る、遠い所 と近い所 を交互に見て水晶体を伸縮させる

方法です。

この訓練によって近視を完全に治療す‘るとい うこと で

はな＼ヽ が、これから先近視が悪化しないよ うによ い｝埓

悧をつけさせるも のであって将来のためにも非常に有

効だと 思われる。

遠望記録 （ 月）
児童たちには視力

,,,,· f—. ▲ 先 家 備 異常になればどんな

生
の

家 人
の の

・校 印 印 考

隙害になる のか話を

年
し、遠望訓練の趣旨

を悔底させ、本人の

※ 

炉
な

努力によ って視力が

組 回復することを理解
ー・が
生r
使1―り
うE!
大っ
,i:; づ
t~-It 
° I ま
のし
で よ
す。'、. 

させ、訓練をする以

上はなまけないよ う

又楽しみにも記録を

させた 。用紙を台紙

にはり つけ学校では

闘養教の手で家庭では

父兄の印かんをおし

右 はげまし合っている 。

視力異常者の｛呆護

左 者へのお顆い

学校のみで遠望訓
~~ ~""~ヽ 練をするだけ でな 〈

ー・日一 回は家庭で保護者の協力によ って実施するよ う

依頼する、家庭の協力はあま り期待はできない が関心

はもってほし い

遠望訓練結果

月末に必ず視力異常者の視力検査をする、その結果

はそ の日の内に家庭へ連絡する 。児童たちも月 1回の

視力検査には関心があり、 喜 こぴも大である 。

② 遠望訓練をめぐっての問題点

方法 として

0全員国語の本を持たせ•う各号 令で活字と 山 の 目 様点

の交互i疑視

〇一分間目標i疑視 0正 しい姿勢 での歩行

0山道を通る 車の追跡 0グループ指西

時間20分

0全校体育時実池するた め児童 たち は体育も や りた

いし 、遠望訓練 もしたいし、余 り桔極的な取り 〈み

ができ ない。雨の 日など特に問題が多い。

その他の問題 として

0一斉でなく 学年別ではと 計画 しても 、指；立者の問題、

実咆の時間の取り 方などでやはり 一斉 でないとでき

ない 、本人に自覚させ る方法の取り 〈みがたいせつ

である 。

0裸眼視力0.9-0. 7位の児童は遠望訓練の 〈りかえ し

によ って視力回復の可能性があるが頁性近視では遠

望訓練は効果がない、 やは り学習に支障があればめ

がね使用を すすめる方がよいのではないか。専 門医

受検の必要はある C

③今後残された問題点について

〇裸眼視力が0.9-0. 7位までの児童対象に計画をする 。

0全児童対象の指＃法 （視力保護のため） 立案

0視力検杏を定例化、 せ め て一学期— • 回は実施 てき る

よう学校行事としてくみ入れる 。

0学級保健指碍の場 で侮底させる 。

0昭和47年度より 全児蛮に毎 日肝油を服用させ てい

るか、 常用してすでに 2カ年、 罹病率がそれ以

前の40%以下に低下し、風邪、特に流感の減少等保

娃的成果が表われ、発育増進、視力の回復にも寄与し

てい るので、今後も服用を続けて行 〈ことに している c

III. まとめ

保健指淋 保健教育は学級担任が授業をすすめ評価 ．

をするよう に、 はっきり とその効果が現われるもの

ではな いが、 児童たちには、 自分の生活の周辺をみ

つめさせ、 生命の葬さ の原点より教育す べ きである

と思う 。 知的理解は充分 でき ても 、 習t貫形成とか実
践とかなかなか身に つかない所に悩みがある 。 ．保建

教育は表面だけやって行 くことは 簡単だが、それでは

意味がない、嬰団的教育の場で個人的教育の場でやは

り原因追求又は追跡によ って指#しなければならない

と思う。現布の保建教育は何か病気のある 子、きたな

い子、 恥たれ子を管理する のでな 〈、現布の健康をよ

り増進せさるためにはどの ようにするかという ことが

保健教育であり保撻管理である と思う 。



昭和48年度学校保健統計調査

区 分 身 長 (cm) 体 重 (kg) 胸囲 (cm) 座 高 (cm)
文昭

幼幼園 5歳 109. 7 18. 7 56. 0 62. 1 部和
省四

6歳 114. 8 20. 3 57. 0 64. 4 大十

7 120. 8 23. 0 59. 5 67. 2 
臣八
1・；・年

小学校
8 125. 9 25. 5 61. 6 69. 5 切度

男 ， I 131. 1 28. 3 63. 9 71. 8 調
10 136. 0 31. 4 66.3 73. 9 介学

11 i 141. 5 35. 0 68.8 76.0 統校

中学校pi淑 I
計保

148. 1 39. 8 71. 8 79.3 課健

155.4 45. 2 75.3 83. 0 ＾統
昭計

14 I 161. 5 50. 5 79. 1 86.2 和調

5歳 I 
四杏

幼稚閑 108.9 18. 3 54.6 61. 6 十速
I 

九報

6歳 114. 0 19. 9 55.8 63. 9 年に

7 120. 0 22. 5 58. 0 66. 8 ニょ月る

女 I1 小学校
8 125.4 25. 0 60.2 69. 1 発， 130. 9 28.1 62.6 71. 7 表

I 10 137. 1 31 . 9 65. 8 74.5 '~'  

I 11 143. 7 36. 6 69. 7 77.8 

I ！ 

I 112歳 149.2 41. 6 73.9 81. 1 

中学校 13 I 152. 7 45. 8 77. 1 83. 1 

i 14 I 154. 5 48. 1 79.2 84. 2 
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